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 要  旨 
 技術の進歩によって、製品の多機能化が進み、日々の生活が便利になった反面、内部
構造が難しい製品も増加している。メーカは製品事故を防ぐため、予めユーザの行動を
予想し、誤使用を防ぐための対策を講じる必要がある。しかし、製品評価技術基盤機構
（NITE）が収集した事故事例を見ると、警告に記述されていない禁止行為による事例数
は、従来からある製品よりも、比較的新しい製品のほうが多い。そこで、本研究では、
新製品を使うときのユーザの行動の傾向を明らかにし、新製品における誤使用の要因を
分析して、ユーザ行動パターンに適した警告表示を考案し、その有効性を検証した。 
 第 2 章では、NITE が収集した事故事例から新製品に関する事故を抽出し、それらの
事故傾向から過去の製品との類似性により延長製品・混合製品・新規製品に分けてエラ
ー分類を行った。そして、製品の特性によってどのような誤使用がされるのかを調べた。
また、その誤使用に至った背景要因を探ることによって、製品を使用する際の行動パタ
ーンの共通点を明らかにした。その結果、製品使用時、ユーザは過去に使用したことの
ある他製品の中で、使用目的が同じ製品があれば、その製品と同じように使用すること
がわかった。使用目的が同じ製品と使用手順が同じかどうかによって、やるべきことは
やったが細かい使用のコミッションエラーや、やるべきことをやらなかったオミッショ
ンエラーが起こることがわかった。 
 第 3章では、2 章で示した行動パターンの共通点を検証するとともに、2章で得られな
かった各製品タイプにおける行動の傾向をアンケート調査によって明らかにした。その
結果、延長製品では使用目的が同じ製品を想起する傾向、混合製品では製品構造が同じ
製品を想起する傾向、新規製品は使用手順が同じ製品を想起することがわかった。 
 第 4章では、各製品タイプにおける行動の傾向から、誤使用を防ぐための警告表示を 2
つ提案した。1つ目の提案は、各製品タイプにおいて、起こりやすいエラーに対する警告
を重点的に表示する方法である。2つ目の提案は、使用手順書の中に関連した警告を併記
する方法である。これら 2 つの警告表示を各製品タイプにおいて検証した結果、誤った
使い方防止に有効な警告は製品タイプによって異なることが明らかとなった。 
 
